
昼は太陽観察 夜は天体観察

お月見

本影ほんえい

半影はんえい

月食を
太陽側から見てみたら。

太陽、地球、月のならびは「満月」
満月のたびに月食にならないのは
月と地球の通り道が5度ほどかたむいて
いるのから。地球のカゲの外に月が
あることのほうが多いんだよ。

地球のカゲにすっとぽりと入るかいきが1時
間半続きます。月の色や星空の様子、空の暗さ
なども観察してみよう。見やすい時間帯だけ
ど寒さと安全には注意しよう!

2022/11/8

午後6時8分ごろ 月食開始
7時16分ごろ 皆既(かいき)開始
7時59分ごろ 月食の最大
8時41分ごろ 皆既(かいき)終了
9時49分ごろ 月食終了

かいき月食

午後8時

午後8時30分

午後9時30分

午後9時

午後10時

大きな満月・小さな満月
7月14日3時38分が大きな満月のしゅん間です。14日は明け方
5時に月がしずみ、その日の夜8時すぎにまた月がのぼります。満
月のしゅん間をふくむ日を「満月」とよぶ決まりになっていますが、ま
んまる満月はこの日の場合13～14日にかけてのお月さまです。

7/141/18

新月 太陽と同じ方向にあるため見えない
上げん 正午ごろに東から出て夕方に南中、夜中に西へしずむ
満月 太陽がしずむころに東から出てきて夜どおし観察できる
下げん 日付が変わるころ出てきて明け方に南中、正午ごろに西へしずむ
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星をみよう
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おおいぬ座「シリウス」
21こある一等星の中で、いちばん明る
い星がこのシリウスです。青白く強い光
を放ち、にじの色のようにちらちらと見
えることもあります。いろいろなよび名
があります。「アオボシ」「シロボシ」「サン
コウノアトボシ」「ユキボシ」など。

すばる

㉑

ながれぼし

ながれぼしは、1年を通していつでも見ることが出来ます。
月などの明るい光が目に入らないように工夫して観察しま
しょう。中でも流星群は、決まった時期に見られ、数が多
いものもあるのでチャンスはかなり高くなりますよ!

4月こと座流星群

みずがめ座イータ流星群

みずがめ座デルタ流星群

ペルセウス座流星群

はくちょう座流星群

10月りゅう座流星群

オリオン座流星群

おうし座南・北流星群

しし座流星群

ふたご座流星群

しぶんぎ座流星群
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すいせいざぐん

どうしておねがいごとを3回いうのかな?
2014年4月14日

2016年5月31日

2018年7月31日

2020年10月6日

2022年12月1日

火星せっ近!

2年2か月ごとに地球と火星はきょりが近くなります。そのため火星
の観察がしやすくなるのも2年ごとです。前回は2020年でした。そ
れから2年経つ2022年12月に、火星は地球にもっとも近くなりま
すが今までのせっ近よりもきょりがはなれているため見かけは小さく
なります。それでもせっ近している時に望遠鏡で観察すると火星の
地表のもようなどをみることができますよ!ちなみに地球に大せっ近
するのは2035年です。上の絵の2018年7月31日の火星と同じ
見え方です。見た目がこんなにちがうのですね!

♥

金星

土星

木星

10月くらいまで「明けの
明星」として明け方の
東の空で見えます。た
だしあまり高いところに
なく、すぐに日の出をむ
かえるので目につかな
いかもしれません。天
文台で望遠鏡を使っ
て観察してみましょう。

秋の星座「やぎ座」のところで見え
ています。夜8時ごろに見やすい時
期は8月の終わりころから。2025
年はわっかが消えたように見えます。
今まさにわっかが、せばまってきてい
ますよ!毎年観察しておこう。

秋の星座「みずがめ座」から「うお座」
で見えます。夜8時ごろに見やすい時
期は9月の半ばくらいから。しましまもよ
うや木星のえい星を望遠鏡で観察し
よう。えい星は毎日見え方がちがうよ。

今よりもっと。楽しい!学べる!ホッとする!
新 し い 海 星 館 に う ま れ か わ る よ ! !
令和4年度に入ってから、海星館は工事のためお休みします。令和5年度に新しくなって海星館
がまた始まります。大きく新しくなる望遠鏡と大分では初めて、いつ来ても見られるプラネタリウムが
できるので楽しみにしていてくださいね。それまではみんなの学校に望遠鏡など持って会いに行きま
す!お休みの予定などくわしいことはホームページに書いていきます。お家の人といっしょに見てね!

かぎりなく「かいき」に近い部分月食がありました。

2021年11月19日はよく晴れて、月食の観察ができたというお友達も多いんじゃないか
な!?ただ、早い時間で月の高さが低かったので山や建物で見られなかったという人も多くい
たようです。ほかにも「すっかりわすれてた！」というお話も聞きました。観察できなかった人は
今度こそは見られるとよいですね。2022年は月食がありますのでチャンスがありますよ!時間
や方向、高さなど前もって確認しておくと当日あわてなくてすみます。ゆったりした気持ちで観
察しましょう。なんと今度の月食は1時間半にもおよぶ皆既(かいき)月食ですよ!

月食は、宇宙空間にのびている地球のカゲの中に月が通ることでおきます。
月がかけていきますが、かけぎわはぼんやりとしています。また満月には変わりないためクレーターは見えません。光が
地球の大気でくっせつし赤色の光だけが月にとどくので月食中の月は赤銅(しゃくどう)色に見えます。大気がきれい
だと明るく、チリが多いと暗く見えます。月食の楽しみ方として、かいき中の月の色を観察してみましょう。

ダンジョンスケール

冬の星空に一等星は
7つ。南の低い空がみえ
るところなら8つ!

冬の大三角は正三角
形!オリオン座には2つも
一等星があるよ

ベテルギウス以外の
一等星をつなぐとダ
イヤモンドの形に!!

一時間で星は約15
度いどうするよ。
(にぎりこぶし1こ半分)

太陽けいの仲間には太陽を始めわく星、じゅんわく星、小わく星などのほかに彗星すいせ

いがあります。すい星は氷のようなものでできていて、わく星たちと同じように太陽のまわり
を回っています。しかしその通り道は様々で中にはなかなか1周せずにもどってこないよう
なものや、太陽に近づきすぎてこわれてしまうもの、数年や数十年で安定して回ってい
るものなどがあります。すい星が太陽の近くまでくるとそれまでこおっていた氷がとけて宇
宙空間にちらばります。そしてまた冷えて小さなつぶになり、すい星が通った後にこのよう
なチリの道ができます。このチリが流星群のもとになります。すい星の通り道によっては、
地球の通り道と重なっていることがありそのころは、すい星が残したチリが地球にぶつかる
ことが多くなるので流れ星が増えます。中でも流れ星の数が多い流星群があります。そ
れがペルセウス座流星群、ふたご座流星群、しぶんぎ座流星群で合わせて三大流星
群といいます。初めての流れ星観察はこの3つの流星群から始めてみましょう!

寒いけれど星空はきらきらぴかぴか、とってもにぎやかです。それもそのはず・・・。一等星とよば
れる明るい星が、冬の星座には7つもあるからなんですよ!南の低いところがみられる場所なら
ばもう一つ見られるので、なんと8つも! 一等星は春の星座では3つ、夏は4つ、秋は1つですか
ら冬の星空が、はなやかなはずですね!星座をさがしてみたいという時は冬の星空から始めてみ
るのもよいと思います。冬の大三角を目印にまわりにある一等星を見つけていくとよいですよ。
星座早見ばんがあると便利です。まずはあたたかくして、おとなの人といっしょに観察をしましょう
ね! ベテルギウス以外の一等星だけをつなぐと大きなダイヤモンドのようなならびに見えます。こ
れを「冬のダイヤモンド」とよんでいます。ほかにも冬はみどころがたくさん。おうし座にある「プレア
デス星団」をみつけてみましょう。オリオンの三ツ星を上方にのばして一等星アルデバランを通り
すぎたところにあります。ぼんやりとした星が集まっています。これが「プレアデス星団」で和名を
「すばる」といいます。目の良い人だと7つくらいの星を数えることができるそうですよ。

地球は1日かけて一回転しているので(自転といいます)、地上から空を見ると星が動いている
ように見えます。1時間で、大きなにぎりこぶし たて一つ分(約15度)動きます。時間をおいて
観察すると動いているのに気がつくと思います。冬は明るい星が多いので見つけやすいですから
上の図の時間に見られなくても見る方向を変えるだけで見つけられます。東から南そして西へ
と動いていますからね! そう太陽と同じような動きをしています。ですが北の空では様子がちがい
ます。北の空を時間をおいてみていると星は北極星を中心に、時計とは反対回りに動いている
ことに気がつきます。星の動きをたしかめる時は、見つけやすい星座を目印にして観察するとわ
かりやすいですので、見つけたら時間をおいて観察してみましょう。秋や冬などの寒い時期、北
の星の動きを観察するならば北から少し西側に「M」のならびをしたカシオペア座がよいでしょう。

そ の ほ か の 観 察 ポ イ ン ト
★月がかけていく様子や月の色、明るさをスケッ
チしてかいきの時とどんなちがいがあるか、しらべて
みよう★月食中の時と終わったあとでは、空に見
える星の数や見え方にかわりがあるかな?★月の
写真がとれそうであればとっておこう★双眼鏡や
望遠鏡で観察してみよう★クレーターはあるかな


